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船
荷
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準
拠
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二
〇
〇
一
年
九
月
二
〇
日
、
訴
外
Ａ
中
国
製
茶
株
式
会
社
は
、
コ
コ
ア
加
工
製
品
輸
出
の
た
め
に
オ
ラ
ン
ダ
の
訴
外
Ｂ
社
と
原
材
料
の

コ
コ
ア
豆
五
〇
〇
ト
ン
（
以
下
、「
本
件
物
品
」
と
い
う
）
の
輸
入
契
約
（
以
下
、「
本
件
契
約
」
と
い
う
）
を
締
結
し
た
。
同
年
九
月
一
八

日
、
Ａ
は
、
訴
外
Ｃ
と
本
件
物
品
の
委
託
加
工
取
決
め
を
交
わ
し
た
。
本
件
契
約
で
は
、
本
件
物
品
の
売
買
の
合
意
の
ほ
か
、
五
％
の
損
傷

率
、
八
％
の
最
大
湿
度
、
単
価
一
ト
ン
に
つ
き
一
、一
〇
五
米
ド
ル
、
Ｆ
Ｏ
Ｂ
（
ア
ビ
ジ
ャ
ン
港
）
に
よ
る
支
払
条
件
、
信
用
状
に
よ
る
支

払
方
法
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
の
船
積
期
限
、
新
し
い
麻
袋
に
よ
る
包
装
な
ど
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
一
年
一
一
月
一
九
日
、
Ａ
は
、
中
国
人
民
保
険
会
社
北
京
支
店
Ｘ
（
原
告
、
控
訴
人
）
と
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
の
ア
ビ
ジ
ャ
ン

港
か
ら
中
国
の
上
海
ま
で
運
送
す
る
本
件
物
品
を
保
険
の
目
的
と
し
、
自
己
を
被
保
険
者
と
し
、
保
険
料
は
六
〇
、一
八
五
人
民
元
、
保
険

金
額
は
七
二
七
、七
五
九
・
三
四
米
ド
ル
と
す
る
積
荷
運
送
包
括
保
険
∧
一
切
険
∨
契
約
を
結
ん
だ
。
Ｘ
は
、
Ａ
に
対
し
て
右
契
約
と
同
様

の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
海
上
積
荷
保
険
証
券
（
以
下
、「
本
件
保
険
証
券
」
と
い
う
）
を
発
行
し
た
。
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Ａ
は
、
本
件
物
品
を
運
送
す
る
た
め
に
、
商
船
三
井
Ｙ
（
被
告
、
被
控
訴
人
）
と
、
船
積
港
を
ア
ビ
ジ
ャ
ン
と
し
荷
揚
港
を
上
海
と
す
る

海
上
物
品
運
送
契
約
（
以
下
、「
本
件
運
送
契
約
」
と
い
う
）
を
締
結
し
た
。
本
件
物
品
は
、
船
積
港
に
お
い
て
、
荷
送
人
訴
外
Ｄ
に
よ
っ

て
、
Ｙ
提
供
の
コ
ン
テ
ナ
（
以
下
、「
本
件
コ
ン
テ
ナ
」
と
い
う
）
に
詰
め
ら
れ
、
封
印
の
上
、
Ｙ
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
二
〇
〇
一
年
一
一

月
二
〇
日
、 
本
件
物
品
の
引
渡
を
受
け
た
Ｙ
は
、
荷
送
人
を
Ｄ
と
し
、
荷
受
人
を
指
図
さ
れ
た
者
と
し
、
被
通
知
人
を
Ａ
お
よ
び
Ｃ
と
す
る

指
図
式
船
荷
証
券
（
以
下
、「
本
件
船
荷
証
券
」
と
い
う
）
を
作
成
し
て
Ｄ
に
交
付
し
た
。
本
件
船
荷
証
券
に
は
、
本
件
物
品
に
つ
い
て
の

本
件
契
約
、
本
件
保
険
証
券
と
同
様
の
内
容
が
記
述
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
裏
面
約
款
五
条
と
二
五
条
に
お
い
て
、
本
件
物
品
に
関
す
る
紛
争

に
つ
い
て
へ
ー
グ
・
ル
ー
ル
と
日
本
法
が
適
用
さ
れ
、
日
本
の
裁
判
所
が
管
轄
す
る
旨
の
準
拠
法
約
款
と
裁
判
管
轄
約
款
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。

　

そ
の
後
、
Ｄ
は
本
件
船
荷
証
券
を
裏
書
し
て
Ｂ
に
交
付
し
、
Ｂ
は
さ
ら
に
Ａ
に
裏
書
譲
渡
し
た
。
最
終
的
に
は
、
Ａ
か
ら
裏
書
譲
渡
を
受

け
た
Ｃ
が
本
件
船
荷
証
券
の
所
持
人
に
な
り
、
Ｙ
に
同
証
券
を
呈
示
し
、
本
件
物
品
の
引
渡
を
請
求
し
た
。

　

二
〇
〇
一
年
一
二
月
一
七
日
、
船
舶
は
上
海
に
到
着
し
た
。
同
コ
ン
テ
ナ
は
、
外
観
上
、
清
潔
で
あ
り
水
密
性
も
完
全
な
状
態
で
Ｄ
に
引

き
渡
さ
れ
た
が
、
同
年
一
二
月
二
四
日
、
Ｃ
の
所
在
地
で
開
封
し
、
検
査
し
た
結
果
、
本
件
物
品
に
濡
損
、
カ
ビ
付
き
の
損
害
が
発
見
さ
れ

た
。
Ｘ
は
Ａ
の
請
求
に
応
じ
て
本
件
保
険
証
券
に
よ
り
保
険
金
一
、一
五
七
、八
二
四
・
〇
一
人
民
元
を
支
払
う
と
同
時
に
、
Ａ
か
ら
受
領
し

た
「
保
険
金
領
収
書
」
と
「
権
利
譲
渡
証
書
」
に
基
づ
い
て
Ａ
に
代
位
し
、
Ｙ
に
対
し
て
本
件
物
品
の
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
た
め
、
上
海

海
事
裁
判
所
に
本
件
の
訴
え
を
提
起
し
た
。

   

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｙ
は
、
本
件
船
荷
証
券
裏
面
約
款
二
五
条
に
よ
り
管
轄
権
異
議
を
申
し
立
て
た
が
、 

本
裁
判
所
は
、
同
申
立
を
退
け
た

（（
二
〇
〇
二
）
滬
海
法
商
初
字
第
四
四
〇
号
）。
Ｙ
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
抗
告
し
た
が
、
上
海
市
高
級
人
民
裁
判
所
も
こ
れ
を
却
下
し
た

（（
二
〇
〇
三
）
滬
高
民
四
（
海
）
終
字
第
三
六
号
）。
本
案
審
理
に
お
い
て
、
本
件
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
が
当
事
者
を
拘
束
す
る
か

（460）



197

船荷証券における準拠法約款の効力

ど
う
か
、
が
主
な
焦
点
の
一
つ
で
あ
る
。
本
裁
判
所
は
、
次
の
と
お
り
判
示
し
、
本
件
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
の
効
力
を
否
定
し
た
。

   〔
判
旨
〕　

　
「
本
件
運
送
契
約
の
締
結
地
、
履
行
地
お
よ
び
Ｙ
の
住
所
地
は
、
い
ず
れ
も
中
国
国
外
に
あ
り
、
渉
外
の
要
素
が
あ
る
の
で
、
契
約
当
事

者
は
、
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
契
約
の
紛
争
を
処
理
す
る
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｙ
は
、
本
件
船
荷
証
券
に
準
拠
法
約

款
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
本
件
に
へ
ー
グ
・
ル
ー
ル
と
日
本
法
が
適
用
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
本
件
船
荷
証
券
は
、
Ｙ

が
提
供
し
た
定
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
同
証
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
準
拠
法
約
款
も
、
Ｙ
が
一
方
的
に
作
成
し
印
刷
し
た
も
の
で
あ
り
、
船

荷
証
券
所
持
人
と
運
送
人
間
の
真
実
の
意
思
表
示
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
船
荷
証
券
所
持
人
が
同
証
券
を
受
け
取
っ
た
こ
と
は
、
両

当
事
者
が
証
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
準
拠
法
約
款
に
つ
い
て
協
議
し
約
定
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
Ｙ
は
本
裁
判
所

に
へ
ー
グ
・
ル
ー
ル
と
日
本
法
の
条
文
を
提
示
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
本
件
で
は
、
へ
ー
グ
・
ル
ー
ル
と
日
本
法
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う

主
張
の
根
拠
は
不
足
し
て
い
る
。
本
件
は
、
中
国
に
お
い
て
審
理
さ
れ
て
い
る
。
本
件
物
品
の
荷
揚
港
も
中
国
で
あ
る
の
で
、
中
国
法
が
適

用
さ
れ
る
と
い
う
Ｘ
の
主
張
は
妥
当
で
あ
る
。」

〔
研
究
〕　

 

　

本
件
は
、
海
上
物
品
の
損
害
賠
償
請
求
に
関
す
る
一
審
の
判
決
で
あ
る
。
控
訴
審
は
、
一
審
の
判
決
を
維
持
し
控
訴
を
棄
却
し
た
が
、
判

決
は
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
件
は
、
両
当
事
者
が
、
本
件
の
準
拠
法
、
原
告
の
適
格
お
よ
び
運
送
人
の
責
任
の
有
無
に
つ
い
て
争
っ
た
も

の
で
あ
る
。
本
裁
判
所
は
、
本
件
船
荷
証
券
に
定
め
る
準
拠
法
約
款
に
つ
い
て
当
事
者
の
合
意
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
そ
の
効
力
を

否
定
し
、
中
国
法
が
適
用
さ
れ
る
と
判
示
し（
１
）た
。
同
判
示
か
ら
、
中
国
裁
判
所
の
外
国
法
を
準
拠
法
と
す
る
船
荷
証
券
の
裏
面
約
款
に
対
す
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る
厳
し
い
態
度
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
。
船
荷
証
券
に
お
け
る
準
拠
法
約
款
を
排
除
す
る
理
論
を
知
り
う
る
事
案
と
し
て
意
義
を
有
す
る
。

註（
１
）　

本
件
船
荷
証
券
の
裏
面
約
款
五
条
と
二
五
条
の
内
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
同
五
条
は
、
へ
ー
グ
・
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
旨
の
至
上

約
款
と
日
本
法
を
準
拠
法
と
す
る
準
拠
法
約
款
を
設
け
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
至
上
約
款
と
準
拠
法
約
款
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
郭
国

汀
「
提
単
法
律
適
用
条
款
与
首
要
条
款
若
干
問
題
研
究
」
海
商
法
研
究
二
〇
〇
〇
年
一
輯
七
〇
頁
以
下
参
照
。

一　

中
国
海
商
法
二
六
九
条
は
、
民
法
通
則
一
四
五
条
、
契
約
法
一
二
六
条
（
以
下
、「
両
規
定
」
と
い
う
）
に
倣
っ
て
「
法
律
に
別
段
の

規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
事
者
は
、
契
約
に
適
用
す
る
法
律
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い
る
。
通
説
は
、
海
商
法

二
六
九
条
は
、
両
規
定
と
同
様
に
解
す
べ
き
と
す（
２
）る
。
い
ず
れ
も
国
際
社
会
に
お
い
て
普
遍
的
に
受
容
さ
れ
て
い
る
当
事
者
自
治
の
原
則
を

具
体
化
し
た
も
の
で
あ（
３
）る
。
右
通
則
お
よ
び
契
約
法
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
一
般
論
と
し
て
比
較
的
寛
容
な
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
。
契
約

当
事
者
は
、
当
事
者
自
治
の
原
則
に
基
づ
い
て
い
か
な
る
国
（
法
域
）
の
法
律
を
選
択
し
て
も
構
わ
な（
４
）い
。
ま
た
、
そ
の
法
律
が
契
約
と
関

連
を
有
す
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
準
拠
法
と
定
め
る
こ
と
が
で
き（
５
）る
。
し
か
し
、
学
説
上
は
、
こ
の
一
般
論
に
対
し
て
、
多
く
の
例
外
を
設

け
て
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
制
限
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
中
国
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
中
国
法
が
適
用
さ
れ
る

が
、
外
国
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
た
場
合
、
外
国
法
は
、
中
国
の
強
行（
６
）法
ま
た
は
社
会
公
共
の
利（
７
）益
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
。
準
拠

法
の
指
定
は
、
契
約
当
事
者
の
一
致
し
た
協
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
法
律
に
別
段
の
規
定
が
あ
る
場
合
」
を
拡
大

解
釈
し
て
準
拠
法
の
指
定
範
囲
を
制
限
す（
８
）る
。
さ
ら
に
、
右
の
よ
う
な
解
釈
論
が
用
い
ら
れ
な
く
て
も
、
す
く
な
く
と
も
準
拠
法
約
款
の
内

容
に
つ
い
て
当
事
者
が
協
議
し
、
指
定
さ
れ
た
法
律
が
強
行
法
ま
た
は
社
会
公
共
の
利
益
に
反
し
な
い
こ
と
が
準
拠
法
指
定
の
要
件
と
な
っ

て
い（
９
）る
。
特
に
現
在
も
適
用
さ
れ
て
い
る
一
九
八
六
年
一
〇
月
一
九
日
「
最
高
人
民
裁
判
所
∧
渉
外
経
済
契
約
法
∨
の
適
用
に
関
す
る
若
干

（462）
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問
題
の
回
答
」
二
の
（
二
）
は
、「
当
事
者
の
選
択
が
双
方
の
一
致
し
た
協
議
を
経
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
協
議
一

致
の
原
則
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
に
述
べ
た
準
拠
法
の
指
定
に
関
す
る
諸
原
則
、
特
に
協
議
一
致
の
原
則
は
、
中
国
法
を
排
除
す
る
準
拠
法
約
款
に
対
し
て
は
一
層
厳

し
く
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　

両
規
定
に
関
す
る
諸
見
解
は
、
海
商
法
に
お
い
て
も
承
継
さ
れ
て
い（
亜
）る
。
同
法
二
七
六
条
で
は
、
適
用
の
外
国
法
が
社
会
公
共
の
利
益
に

反
し
て
は
な
ら
な
い
原
則
が
法
文
化
さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
判
例
の
み
な
ら
ず
学
説
も
、
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
、
特
に
中
国
法
の
適

用
を
排
除
す
る
条
項
に
対
し
、
厳
格
に
解
釈
し
て
い
る
。
本
裁
判
所
は
、
船
荷
証
券
に
お
け
る
準
拠
法
の
指
定
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
当
事

者
が
準
拠
法
を
指
定
す
る
権
利
を
有
す
る
と
し
な
が
ら
も
、
本
件
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
に
つ
い
て
、
協
議
一
致
の
原
則
を
も
っ
て
そ
の
効

力
を
排
除
し
て
い
る
。
本
件
は
、
中
国
法
の
適
用
を
排
除
す
る
条
項
に
対
す
る
厳
格
な
態
度
を
具
現
し
た
事
例
で
あ
る
。

註（
２
）　

莫
世
健
『
中
国
海
商
法
』
二
三
四
頁
（
法
律
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
３
）　

司
玉
琢
編
『
海
商
法
』
四
二
〇
頁
（
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
４
）　

梁
書
文
＝
回
滬
明
＝
楊
振
山
『
民
法
通
則
及
配
套
規
定
新
釈
新
解
（
下
）』
三
五
六
〇
頁
以
下
（
人
民
法
院
出
版
社
、
新
編
本
、
二
〇
〇
〇

年
）、
全
国
人
代
法
工
委
研
究
室
編
写
組
編
『
中
華
人
民
共
和
国
合
同
法
釈
義
』
二
〇
一
頁
（
人
民
法
院
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
５
）　

施
天
濤
編
『
合
同
法
釈
論
』
一
九
九
頁
以
下
（
中
国
人
民
公
安
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
唐
徳
華
編
『
合
同
法
条
文
釈
義
（
上
）』

八
四
五
頁
（
人
民
法
院
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。
準
拠
法
約
款
に
よ
り
そ
の
法
律
の
適
用
を
指
定
さ
れ
た
地
（
国
）
と
事
件
と
の
関
連
を
要
す
る

と
い
う
反
対
説
も
あ
る
。
郭
・
前
出
（
註
１
）
海
商
法
研
究
二
〇
〇
〇
年
一
輯
八
二
頁
、
梁
＝
回
＝
楊
・
前
出
（
註
４
）
三
五
六
一
頁
以
下
。

（
６
）　

一
九
八
八
年
一
月
二
六
日
「
最
高
人
民
裁
判
所
の
∧
中
華
人
民
共
和
国
民
法
通
則
∨
の
執
行
の
貫
徹
に
関
す
る
若
干
問
題
の
意
見
（
試
行
）」

一
九
四
条
。
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（
７
）　

外
国
法
の
適
用
を
排
除
す
る
社
会
公
共
の
利
益
に
つ
い
て
の
具
体
的
内
容
は
、
莫
・
前
出
（
註
２
）
二
三
九
頁
以
下
参
照
。

（
８
）　

作
成
編
『
中
華
人
民
共
和
国
合
同
法
条
文
解
釈
』
三
一
一
頁
（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
９
）　

施
・
前
出
（
註
５
）
一
九
九
頁
、
唐
・
前
出
（
註
５
）
八
四
五―

四
六
、八
五
一
頁
。

（
10
）　

王
国
華
「
論
国
際
海
上
貨
物
運
輸
合
同
的
法
律
選
択
」
海
商
法
研
究
一
九
九
九
年
一
輯
一
三
七
頁
以
下
、
郭
・
前
出
（
註
１
）
八
二
頁
以
下
。

二　

中
国
で
は
、
船
荷
証
券
に
お
け
る
準
拠
法
約
款
は
、「
海
上
物
品
運
送
契
約
」
を
定
め
る
中
国
海
商
法
第
四
章
の
規
定
（
四
一
条
〜

一
〇
六
条
）
が
同
法
二
六
九
条
に
定
め
る
「
法
律
に
別
段
の
規
定
が
あ
る
場
合
」
に
該
当
す
る
の
で
、
中
国
海
商
法
四
四
条
に
定
め
る
特
約

禁
止
規
定
に
反
し
て
無
効
で
あ
る
と
解
す
る
見
解
が
あ（
唖
）る
が
、
少
数
説
で
あ（
娃
）る
。
同
説
も
、
運
送
人
の
責
任
に
つ
い
て
準
拠
法
約
款
に
定
め

る
外
国
法
が
、
中
国
海
商
法
第
四
章
に
定
め
る
そ
れ
よ
り
軽
減
さ
れ
る
場
合
の
み
無
効
と
し
て
い
る
。
同
説
に
従
い
、
準
拠
法
約
款
に
定
め

る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
が
中
国
海
商
法
第
四
章
の
強
行
規
定
に
反
し
て
無
効
で
あ
る
と
判
示
し
た
事
例
が
見
ら
れ（
阿
）る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
裁

判
所
は
、
こ
の
説
を
採
用
し
な
か
っ
た
。

　

中
国
で
は
、
船
荷
証
券
に
お
け
る
準
拠
法
が
強
行
法
ま
た
は
社
会
公
共
の
利
益
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
の
ほ
か
、
相
互
主
義

の
原
則
が
用
い
ら
れ
て
い（
哀
）る
。
も
と
も
と
、
相
互
主
義
の
原
則
は
、
船
荷
証
券
に
お
け
る
裁
判
管
轄
約
款
の
効
力
に
関
す
る
判
決
で
確
立
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
の
効
力
を
決
定
す
る
際
に
も
用
い
ら
れ（
愛
）る
。

　

し
か
し
、
本
件
で
は
、
Ｙ
は
、
相
互
主
義
の
原
則
を
主
張
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
日
本
で
は
、
中
国
の
判
決
の
承
認
と
執
行
に
つ
い
て
は

相
互
主
義
の
原
則
が
採
ら
れ
て
い（
挨
）る
が
、
船
荷
証
券
に
お
け
る
外
国
法
を
準
拠
法
と
す
る
準
拠
法
約
款
の
効
力
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
同

原
則
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
日
本
法
を
準
拠
法
と
す
る
準
拠
法
約
款
の
効
力
を
否
定
す
る
本
判
旨
は
、
日
本
に
お
い
て
中
国
法
を
準
拠
法

と
す
る
準
拠
法
約
款
の
効
力
を
否
定
す
る
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
。
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註（
11
）　

中
国
海
商
法
四
四
条
は
、
ヘ
ー
グ
・
ル
ー
ル
三
条
八
項
、
日
本
国
際
海
上
物
品
運
送
法
一
五
条
一
項
に
あ
た
る
。

（
12
）　

郭
・
前
出
（
註
１
）
八
二
頁
以
下
。
日
本
で
は
、
準
拠
法
約
款
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
殆
ど
異
論
が
な
く
、
荷
主
が
準
拠
法
約
款
に
定
め
る
法

律
の
適
用
に
よ
り
不
利
益
を
蒙
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
へ
ー
グ
・
ル
ー
ル
の
特
約
禁
止
規
定
と
は
直
接
の
関
係
を
有
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
相
原

隆
「
特
約
禁
止
」
戸
田
修
三
＝
中
村
真
澄
『
注
釈　

国
際
海
上
物
品
運
送
法
』
三
二
八
頁
以
下
（
青
林
書
院
、
一
九
九
七
年
）。

（
13
）　

郭
・
前
出
（
註
１
）
八
四
頁
。

（
14
）　

司
・
前
出
（
註
３
）
四
二
一
頁
。

（
15
）　

一
九
九
七
年
、
荷
受
人
で
あ
る
中
国
Ａ
化
学
工
業
輸
出
入
会
社
（
原
告
）
の
フ
ラ
ン
ス
Ｂ
海
上
運
送
会
社
（
被
告
）
に
対
す
る
危
険
品
処
理
費

用
の
賠
償
請
求
事
件
で
は
、
Ｂ
は
、
船
荷
証
券
の
表
面
約
款
に
「
船
荷
証
券
に
よ
っ
て
生
じ
る
、
ま
た
は
こ
れ
に
関
連
す
る
紛
争
に
つ
い
て
フ
ラ
ン

ス
の
マ
ル
セ
ー
ユ
裁
判
所
が
管
轄
し
、
い
か
な
る
裁
判
所
の
管
轄
権
も
排
除
さ
れ
る
」
旨
の
裁
判
管
轄
約
款
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

大
連
海
事
裁
判
所
に
管
轄
権
異
議
を
申
し
立
て
た
。
管
轄
権
異
議
の
申
立
で
は
、
Ｂ
は
、
類
似
事
案
に
お
い
て
中
国
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す

る
船
荷
証
券
上
の
裁
判
管
轄
約
款
の
効
力
を
認
め
、
中
国
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
と
判
示
し
た
マ
ル
セ
ー
ユ
裁
判
所
の
判
例
を
引
用
し
た
。
大

連
海
事
裁
判
所
は
、
相
互
主
義
の
原
則
に
基
づ
い
て
Ｂ
の
管
轄
異
議
の
申
立
を
認
容
し
Ａ
の
訴
え
を
退
け
た
。
Ａ
は
右
決
定
を
不
服
と
し
て
遼
寧
省

高
等
裁
判
所
に
控
訴
し
た
が
、
同
裁
判
所
は
、
同
様
の
理
由
で
Ａ
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。
司
・
前
出
（
註
３
）
四
二
一
頁
。

　
　
　

な
お
、
一
般
的
に
は
、
相
互
主
義
の
原
則
は
裁
判
管
轄
約
款
の
効
力
の
判
断
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

（
16
）　

粟
津
光
世
「
中
国
の
判
決
は
、
日
本
に
お
い
て
効
力
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
判
例
」
国
際
商
事
法
務
三
一
巻
一
〇
号
一
四
二
五
頁
以
下
（
二

〇
〇
三
年
）、
同
「
中
華
人
民
共
和
国
人
民
法
院
判
決
に
つ
き
、
我
が
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
の
相
互
保
証
の
要
件
の
具
備
如
何
（
消
極
）」
私
法
判

例
リ
マ
ー
ク
ス
三
〇
号
（
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

三　
（
１
）　

中
国
に
お
い
て
、
準
拠
法
の
選
択
に
つ
い
て
当
事
者
自
治
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
よ
く
引
用
さ
れ
て

い
る
事
例
は
、
一
九
九
〇
年
の
「
宏
大
号
事
件
」
で
あ（
姶
）る
。
こ
の
事
件
は
、
運
送
品
の
損
害
賠
償
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
事
件
の
船
荷

証
券
に
お
け
る
「
至
上
約
款
」
で
は
、
一
九
三
六
年
ア
メ
リ
カ
海
上
物
品
運
送
法
（U

S C
O

G
SA

）（
以
下
、「
ア
メ
リ
カ
法
」
と
い
う
）
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が
準
拠
法
と
し
て
摂
取
さ
れ
、
か
つ
同
法
に
抵
触
し
た
契
約
が
無
効
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。
訴
訟
過
程
中
、
原
告
・
被
告
は
、
い
ず

れ
も
ア
メ
リ
カ
法
が
適
用
さ
れ
る
と
明
確
に
表
示
し
て
い
る
の
で
、
広
州
海
事
裁
判
所
は
、
民
法
通
則
一
四
五
条
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
法
の
適

用
を
認
め
、
同
法
に
基
づ
い
て
紛
争
を
解
決
し
た
。

　

こ
の
事
件
は
、
裁
判
所
が
当
事
者
自
治
の
原
則
に
よ
り
、
準
拠
法
約
款
に
基
づ
い
て
ア
メ
リ
カ
法
を
適
用
し
た
こ
と
か
ら
、
当
事
者
自
治

の
原
則
を
最
も
体
現
し
て
い
る
事
案
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い（
逢
）る
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
で
は
、
当
事
者
自
治
の
原
則
を
体
現
し
て
い
る
も

の
が
、
①
船
荷
証
券
に
お
け
る
準
拠
法
約
款
の
効
力
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
、
②
訴
訟
過
程
中
に
お
け
る
原
告
・
被
告

の
一
致
し
た
表
示
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
、
ま
た
は
③
船
荷
証
券
に
準
拠
法
約
款
が
あ
っ
た
う
え
で
、
訴
訟
過
程
中
に

お
い
て
原
告
・
被
告
に
一
致
し
た
表
示
が
あ
っ
て
漸
く
ア
メ
リ
カ
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
、
か
な
ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
②
の
場
合

で
あ
れ
ば
、
準
拠
法
約
款
の
導
入
は
全
く
意
味
の
な
い
も
の
と
な
ろ
う
。
③
の
場
合
に
お
い
て
も
、
原
告
・
被
告
の
合
意
が
な
け
れ
ば
、
準

拠
法
約
款
の
効
力
だ
け
で
は
、
ア
メ
リ
カ
法
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
運
送
人
が
船
荷
証
券
に
準
拠
法
約
款
を
導
入
す
る
こ
と
で
予

期
さ
れ
る
目
的
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
２
）　

中
国
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
船
荷
証
券
は
附
合
契
約
性
を
有
す
る
の
で
、
運
送
人
す
な
わ
ち
船
荷
証
券
の
作
成
者
に
よ
っ
て

指
定
さ
れ
た
準
拠
法
は
、
第
三
者
で
あ
る
荷
受
人
を
拘
束
で
き
る
か
と
い
う
疑
問
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
通
説
で
は
、
荷
受
人
は
、
船
荷
証

券
を
受
け
取
り
そ
の
条
項
の
拘
束
を
受
け
れ
ば
、
当
然
、
準
拠
法
約
款
の
拘
束
を
も
受
け
る
と
さ
れ
て
い（
葵
）る
。

　

船
荷
証
券
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
海
上
物
品
運
送
契
約
は
、
附
合
契
約
性
を
有
す
る
。
船
荷
証
券
は
、
同
証
券
の
作
成
者
で
あ
る
運

送
人
と
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
荷
送
人
を
拘
束
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
船
荷
証
券
の
拘
束
力
の
問
題
で
あ
る
。
附
合

契
約
性
を
有
す
る
た
め
に
船
荷
証
券
は
拘
束
力
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
も
当
然
当
事
者
を
拘
束
で
き
な

い
。
そ
し
て
、
附
合
契
約
性
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
船
荷
証
券
は
拘
束
力
を
有
し
な
い
と
す
る
学
説
・
判
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
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船
荷
証
券
が
拘
束
力
を
有
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
が
効
力
を
有
し
、
運
送
契
約
の
当
事
者
を
拘
束
す
る

と
は
か
ぎ
ら
な（
茜
）い
。
船
荷
証
券
が
運
送
契
約
の
当
事
者
を
拘
束
す
る
と
い
う
前
提
に
お
い
て
も
、
や
は
り
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
が
効

力
を
有
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
強
行
規
定
や
社
会
公
共
の
利
益
に
反
す
る
準
拠
法
約
款
が
無
効
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く

こ
こ
で
の
問
題
で
あ
る
。
船
荷
証
券
の
拘
束
力
だ
け
で
は
、
準
拠
法
約
款
の
有
効
性
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
が
た
っ
て
、
右
通

説
は
、
準
拠
法
約
款
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
成
立
し
え
な
い
こ
と
か
ら
も
、
準
拠
法
約
款
が
有
効
か
、
ま
た
は
無
効
か

の
問
題
を
解
決
し
え
な
い
。

　
（
３
）　

準
拠
法
約
款
の
効
力
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
専
ら
約
款
が
強
行
規
定
、
社
会
公
共
の
利
益
に
反
し
た
か
ど
う
か
、
ま
た
は
そ
の
内

容
が
合
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
準
拠
法
約
款
は
、
そ
の
適
用
に
よ
り
運
送
人
の
責
任
が
国
内
法
ま
た

は
国
際
条
約
の
適
用
に
よ
る
そ
れ
と
比
し
て
は
る
か
に
軽
減
さ
れ
、
荷
主
に
と
っ
て
非
常
に
不
利
と
な
る
場
合
を
除
け
ば
、
社
会
公
共
の
利

益
や
強
行
規
定
に
反
し
ま
た
は
そ
の
内
容
が
不
合
理
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
一
旦
、
船
荷
証
券
が
荷
送
人
に
対
し
て
効
力
を
有
す
る
と
判

断
さ
れ
る
と
、
同
条
項
が
船
荷
証
券
の
譲
渡
に
伴
っ
て
証
券
の
所
持
人
を
拘
束
す
る
。
荷
受
人
が
船
荷
証
券
を
受
け
取
る
か
ど
う
か
は
と
も

か
く
、
こ
れ
を
受
け
取
る
か
ぎ
り
、
作
成
時
、
船
荷
証
券
の
内
容
に
つ
い
て
同
意
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
条
項
の
拘
束
を
受
け
る
。
こ

れ
は
、
船
荷
証
券
の
譲
渡
流
通
証
券
性
と
文
言
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
裁
判
所
は
、
本
件
船
荷
証
券
が
附
合
契
約
で
あ
る
こ
と
を
認
定
し
た
う
え
で
、「
同
証
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
準
拠

法
約
款
も
、
Ｙ
が
一
方
的
に
作
成
し
印
刷
し
た
も
の
で
あ
り
、
船
荷
証
券
所
持
人
と
運
送
人
間
の
真
実
の
意
思
表
示
を
証
明
す
る
も
の
で
は

な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
判
示
に
は
、
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
一
つ
は
、
船
荷
証
券
の
拘
束
力
が
船
荷
証
券
の
発
行
者
で
あ
る
運
送

人
と
そ
の
受
取
人
で
あ
る
荷
受
人
間
の
問
題
で
あ
り
、
運
送
人
と
船
荷
証
券
所
持
人
間
の
問
題
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

船
荷
証
券
が
運
送
人
と
荷
送
人
間
に
拘
束
力
を
有
す
れ
ば
、
そ
の
所
持
人
を
も
拘
束
す
る
。
運
送
人
と
船
荷
証
券
所
持
人
間
の
真
実
の
意
思
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表
示
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
船
荷
証
券
所
持
人
の
意
思
表
示
が
問
題
と
な
る
の
は
、
船
荷
証
券
の
譲
渡
を
受
け
る
時
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

船
荷
証
券
所
持
人
と
な
る
か
否
か
に
関
す
る
意
思
表
示
で
あ
る
。
今
ひ
と
つ
は
、
本
件
船
荷
証
券
が
附
合
契
約
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
準
拠
法

約
款
が
拘
束
力
を
有
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
本
件
船
荷
証
券
の
そ
の
他
の
約
款
お
よ
び
記
載
の
有
効
性
を
説
明
で
き
な
い
こ
と
に
あ
る
。
こ

の
判
示
は
、
船
荷
証
券
の
拘
束
力
の
問
題
と
そ
の
約
款
の
有
効
性
の
問
題
と
を
混
同
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
件
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
の
効
力
を
否
定
す
る
た
め
に
「
船
荷
証
券
所
持
人
が
同
証
券
を
受
け
取
っ
た
こ
と
は
、
両
当
事

者
が
証
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
準
拠
法
約
款
に
つ
い
て
協
議
し
約
定
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
判
示
し
、
準
拠
法
約
款
を

有
効
と
す
る
に
は
、
当
事
者
が
同
証
券
を
受
け
取
る
際
、
準
拠
法
約
款
に
つ
い
て
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に
、
船
荷
証
券
所
持
人
が
同
証
券
を
受
け
取
っ
た
こ
と
は
、
船
荷
証
券
に
表
彰
さ
れ
て
い
る
権
利
・
義
務
を
承
継
す
る
と
い
う
意
味

を
有
し
て
も
、
当
事
者
が
証
券
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
た
と
い
う
意
味
を
有
し
な
い
。
こ
こ
で
の
当
事
者
が
運
送
人
と
船
荷
証
券
所
持
人

で
あ
れ
ば
、
こ
の
判
示
は
、
前
述
の
「
宏
大
号
事
件
」
に
近
似
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
船
荷
証
券
に
印
刷
さ
れ
た
約
款
や
文
言
は
、
運
送
人

と
船
荷
証
券
所
持
人
が
す
べ
て
協
議
し
な
け
れ
ば
、
証
券
の
受
取
り
だ
け
で
は
効
力
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
件
で
は
、
買
主
Ａ
は
Ｙ
と
本
件
運
送
契
約
を
締
結
し
た
が
、
荷
送
人
Ｄ
か
ら
売
主
Ｂ
の
裏
書
譲
渡
を
通
じ
て
本
件
船
荷
証
券
を
受
け

取
っ
た
。
ま
た
、
Ｙ
か
ら
の
本
件
物
品
の
受
取
り
と
そ
の
加
工
を
依
頼
す
る
た
め
に
、
Ｃ
に
本
件
船
荷
証
券
を
裏
書
譲
渡
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
船
荷
証
券
は
転
々
と
流
通
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
船
荷
証
券
所
持
人
の
把
握
は
運
送
人
に
と
っ
て
困
難
で
あ
る
。
運
送
人
が
す
べ

て
の
船
荷
証
券
所
持
人
と
一
々
協
議
す
る
こ
と
は
物
理
的
に
も
不
可
能
で
あ
り
、
た
と
え
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
非
常
に
不
経
済
で
あ

り
、
国
際
取
引
の
発
展
が
阻
害
さ
れ
る
。

　

本
判
旨
の
よ
う
に
、
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
を
有
効
と
さ
せ
る
た
め
に
、
当
事
者
間
の
真
実
の
意
思
表
示
や
協
議
・
約
定
が
ど
う
し

て
も
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
本
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
の
み
な
ら
ず
、
中
国
の
運
送
人
が
発
行
し
た
も
の
を
含
め
、
す
べ
て
の
船
荷
証
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券
上
の
準
拠
法
約
款
は
無
効
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
船
荷
証
券
の
実
務
で
は
、
船
荷
証
券
は
、
運
送
人
の
一
方
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
に
荷
送
人
の
署
名
も
な
け
れ
ば
、
そ
の
約
款
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
協
議
さ
れ
て
い
な
い
。
当
事
者
は
、
船
荷
証
券
上
に

印
刷
さ
れ
て
い
る
内
容
を
も
っ
て
海
上
運
送
契
約
と
し
て
い
る
。
荷
送
人
は
、
運
送
人
が
発
行
し
た
船
荷
証
券
を
異
議
な
く
受
け
取
れ

ば
、
一
応
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
の
拘
束
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。　

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
の
効
力
を
判
断
す
る
に
は
、
Ｙ
と
Ｂ
、
Ａ
、
Ｃ
と
の
協
議
う
ん
ぬ
ん
よ
り
も
、
船
荷
証

券
発
行
者
で
あ
る
運
送
人
Ｙ
と
こ
れ
の
受
取
人
で
あ
る
荷
送
人
Ｄ
ひ
い
て
は
本
件
運
送
契
約
の
締
結
者
で
あ
る
買
主
Ａ
の
意
思
や
準
拠
法
約

款
の
内
容
が
問
題
と
さ
れ
、
本
件
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
の
適
用
を
排
除
す
る
に
は
、
日
本
国
際
海
上
物
品
運
送
法
（
以
下
、「
日
本

国
際
海
運
法
」
と
い
う
）
の
適
用
に
よ
り
荷
主
が
中
国
海
商
法
の
適
用
よ
り
不
利
に
な
る
、
な
ど
の
実
質
的
な
事
由
に
そ
の
根
拠
を
求
む
べ

き
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
約
款
の
規
制
理
論
に
は
、
約
款
の
効
力
を
否
定
す
る
「
合
意
（m

eeting of the agreem
ent

）
原
則
」
が
あ（
穐
）る
。
裁
判
所
は
、

不
合
理
な
約
款
に
対
し
て
当
事
者
の
合
意
が
な
い
と
い
っ
て
そ
の
効
力
を
排
除
す
る
場
合
が
あ
る
。
本
件
で
は
、
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約

款
に
基
づ
い
て
日
本
法
す
な
わ
ち
日
本
国
際
海
運
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
法
は
、
へ
ー
グ
・
ル
ー
ル
を
国
内
法
化
し
た
も
の
で

あ
り
、
同
法
の
運
送
人
の
責
任
に
関
す
る
規
定
は
、
中
国
海
商
法
の
そ
れ
と
大
差
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
日
本
国
際
海
運
法
の
適
用
が
は
な

は
だ
不
合
理
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
本
件
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
は
、
日
本
の
船
会
社
に
お
い
て
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
決

し
て
不
意
打
ち
約
款
に
あ
た
る
も
の
で
も
な
い
。
本
件
運
送
契
約
は
、
Ａ
・
Ｙ
間
で
締
結
さ
れ
た
が
、
本
件
船
荷
証
券
は
Ｙ
が
Ｄ
に
発
行
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
買
主
と
運
送
人
が
運
送
契
約
を
締
結
し
、
運
送
人
が
荷
送
人
ま
た
は
売
主
に
船
荷
証
券
を
交
付
す
る
こ
と

は
、
Ｆ
Ｏ
Ｂ
を
支
払
条
件
と
す
る
国
際
物
品
売
買
の
実
務
に
お
い
て
常
態
で
あ
る
。
Ｙ
が
Ｄ
に
本
件
船
荷
証
券
を
発
行
し
た
際
、
Ａ
と
Ｙ
に

本
件
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
に
つ
い
て
の
協
議
を
求
め
る
こ
と
は
極
め
て
非
現
実
で
あ
る
。
Ｙ
と
Ｂ
、
Ｃ
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
な
お
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さ
ら
で
あ
る
。
本
件
船
荷
証
券
上
の
準
拠
法
約
款
に
つ
い
て
、
運
送
人
と
船
荷
証
券
所
持
人
と
の
協
議
が
存
在
し
な
い
と
い
う
理
由
の
み
で

そ
の
効
力
を
否
定
す
る
こ
と
は
は
な
は
だ
妥
当
性
を
欠
い
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
旨
は
、
船
荷
証
券
の
流
通

証
券
性
や
文
言
性
に
反
し
、
船
荷
証
券
ひ
い
て
は
国
際
取
引
の
実
務
に
も
そ
ぐ
わ
な
い
。
と
は
い
え
、
本
判
旨
に
判
示
さ
れ
て
い
る
協
議
一

致
の
原
則
は
、
中
国
に
お
い
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
中
国
の
裁
判
実
務
に
お
い
て
「
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
」
と
い
う
傾
向
が
垣
間
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
も
、
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
４
）　

な
お
、
本
裁
判
所
は
、
Ｙ
は
本
裁
判
所
に
へ
ー
グ
・
ル
ー
ル
と
日
本
法
の
条
文
を
提
示
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
Ｙ
の
準
拠
法
の
主
張
を
否
定
し
た
。
本
件
で
は
、
管
轄
権
異
議
の
申
立
に
つ
い
て
の
決
定
が
下
さ
れ
て
、
準
拠
法
約
款
の
適
用
の
有
無

に
つ
い
て
、
審
理
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
日
本
法
、
中
国
法
の
い
ず
れ
が
適
用
さ
れ
る
か
が
争
わ
れ
、
審
理
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
Ｙ
が

準
拠
法
の
条
文
を
提
示
す
る
こ
と
は
、
訴
訟
実
務
の
観
点
か
ら
実
益
が
あ
る
と
は
思
わ
な
い
。
裁
判
所
が
審
理
中
、
ヘ
ー
グ
・
ル
ー
ル
ま
た

は
日
本
法
が
準
拠
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
と
示
し
、
そ
の
提
示
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｙ
が
、
準
拠
法
の
条
文
を
提
示
し
な
か
っ
た

場
合
は
と
も
か
く
、
本
件
の
よ
う
に
Ｙ
の
条
文
の
不
提
示
を
も
っ
て
Ｙ
の
準
拠
法
の
主
張
を
退
け
る
の
は
、
Ｙ
に
と
っ
て
不
意
打
ち
で
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
む
し
ろ
、
ヘ
ー
グ
・
ル
ー
ル
ま
た
は
日
本
法
を
準
拠
法
と
す
る
準
拠
法
約
款
が
あ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
約
款
の
適
用

を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
Ｘ
が
、
同
準
拠
法
が
社
会
公
共
の
利
益
や
強
行
規
定
に
反
し
ま
た
は
そ
の
内
容
が
不
合
理
で
あ
る
こ
と
を
立
証

す
る
た
め
に
、
そ
の
条
文
を
証
拠
と
し
て
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註（
17
）　

金
正
佳
＝
翁
子
明
『
中
国
海
事
審
判
的
理
論
与
実
践
』
六
〇
頁
、
王
千
華
＝
白
越
先
編
『
海
商
法
』
一
三
二
頁
（
中
山
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三

年
）、
王
・
前
出
（
註
10
）
海
商
法
研
究
一
九
九
九
年
一
輯
一
三
四
頁
。
な
お
、
二
〇
〇
四
年
、
∧
中
国
人
民
保
険
公
司
北
京
分
公
司
訴
商
船
三
井

（470）



207

船荷証券における準拠法約款の効力

株
式
会
社
海
上
貨
物
運
輸
合
同
貨
損
賠
償
糾
紛
事
件
∨
（（
二
〇
〇
三
）
滬
海
法
商
初
字
第
一
六
二
号　

中
国
渉
外
海
事
審
判
網http://

w
w

w
.ccm

t.org.cn 2004-06-09

）
で
は
、
被
告
商
船
三
井
は
、
管
轄
権
異
議
を
申
し
立
て
た
が
、
上
海
海
事
裁
判
所
は
、
同
申
立
を
却
下
し
た

（（
二
〇
〇
三
）
滬
海
法
商
初
字
第
一
六
二
）。
被
告
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
抗
告
し
た
が
、
上
海
市
高
級
人
民
裁
判
所
も
こ
れ
を
退
け
た

（（
二
〇
〇
三
）
滬
高
民
四
（
海
）
終
字
第
八
六
号
）。
本
案
審
理
に
お
い
て
原
告
中
国
人
民
保
険
公
司
北
京
分
公
司
と
被
告
は
、
中
国
法
の
適
用
を

認
め
た
の
で
、
同
裁
判
所
は
、「
本
件
当
事
者
、
物
品
運
送
契
約
の
締
結
地
お
よ
び
履
行
地
は
、
い
ず
れ
も
渉
外
の
要
素
を
有
す
る
。
当
事
者
は
、

契
約
に
関
す
る
紛
争
処
理
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
中
国
の
裁
判
所
は
こ
の
事
件
を
審
理
し
て
い
る
こ
と
、
物
品
運
送
契
約
の
履

行
地
は
中
国
に
あ
る
こ
と
、
中
国
が
同
事
件
と
も
っ
と
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
こ
と
、
お
よ
び
当
事
者
も
中
国
法
の
適
用
を
認
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
事
件
の
審
理
に
お
い
て
中
国
法
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
の
事
実
関
係
は
、
本
件
の
そ
れ
と
近
似
し
て

い
る
。
そ
の
船
荷
証
券
に
は
裁
判
管
轄
約
款
ま
た
は
準
拠
法
約
款
が
あ
る
か
否
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
準
拠
法
に
関
す
る
当
事
者
の
協
議

一
致
が
準
拠
法
の
確
定
基
準
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
注
目
に
価
す
る
。

（
18
）　

王
＝
白
・
前
出
（
註
17
）
一
三
二
頁
、
王
・
前
出
（
註
10
）
海
商
法
研
究
一
九
九
九
年
一
輯
一
三
四
頁
。

（
19
）　

王
・
前
出
（
註
10
）
海
商
法
研
究
一
九
九
九
年
一
輯
一
三
六
頁
。

（
20
）　

準
拠
法
約
款
は
、
裁
判
管
轄
約
款
、
仲
裁
約
款
お
よ
び
損
害
賠
償
額
予
定
の
約
款
と
同
様
、
契
約
の
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
決
め
で
あ

り
、
分
離
独
立
性
を
有
す
る
。
無
効
、
解
除
、
取
消
な
ど
の
事
由
が
あ
り
、
た
と
え
契
約
が
無
効
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
同
契
約
の
紛
争
解
決
に
あ

た
っ
て
は
こ
れ
ら
の
約
款
が
適
用
さ
れ
る
。

（
21
）　

清
河
雅
孝
『
海
上
物
品
運
送
法
の
基
礎
理
論
』
二
二
頁
（
中
央
経
済
社
、
一
九
九
一
年
）。

四　

Ｙ
は
、
本
件
船
荷
証
券
裏
面
約
款
二
五
条
に
よ
り
管
轄
権
異
議
を
申
し
立
て
た
。
同
二
五
条
は
、
本
件
物
品
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て

日
本
の
裁
判
所
が
管
轄
す
る
旨
の
裁
判
管
轄
約
款
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
裁
判
所
は
、
同
申
立
を
退
け
た
。
Ｙ
は
こ
れ
を
不
服
と
し

て
抗
告
し
た
が
、
上
海
市
高
級
人
民
裁
判
所
も
こ
れ
を
棄
却
し
た
。
管
轄
権
異
議
の
申
立
を
退
け
る
理
由
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

も
と
も
と
、
中
国
で
は
、
裁
判
管
轄
権
は
、
国
家
権
力
の
象
徴
で
あ
り
、
契
約
当
事
者
に
よ
っ
て
安
易
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
好
ま
し
く
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な
い
と
い
う
発
想
が
あ（
悪
）る
。
特
に
中
国
の
裁
判
所
を
排
除
し
、
外
国
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
旨
の
裁
判
管
轄
約
款
に
対
し
て
厳
し

い
態
度
が
採
ら
れ
て
い
る
。
渉
外
契
約
や
渉
外
の
財
産
関
係
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
、
当
事
者
自
治
と
い
う
国
際
取
引
社
会
の
流
れ
を
受

け
、
中
国
民
事
訴
訟
法
二
四
四
条
は
、
渉
外
契
約
の
当
事
者
は
、
書
面
に
よ
る
取
り
決
め
に
よ
っ
て
紛
争
と
実
際
的
な
関
連
を
有
す
る
地
の

管
轄
裁
判
所
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
い
る
。
船
荷
証
券
上
の
裁
判
管
轄
約
款
は
、
書
面
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
管
轄
裁

判
所
が
紛
争
と
実
際
関
連
を
有
す
る
こ
と
を
充
た
せ
ば
、
効
力
を
有
す（
握
）る
。
そ
し
て
、
船
荷
証
券
は
書
面
で
あ（
渥
）る
。
本
件
運
送
契
約
の
締
結

地
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｙ
の
営
業
所
は
日
本
に
あ
る
。
そ
の
他
、
船
積
港
、
荷
揚
港
な
ど
の
契
約
履
行
地
、
契
約
の
目
的
物
の
所
在
地

は
、
す
べ
て
日
本
に
は
な
い
。
本
裁
判
所
は
、
Ｙ
の
営
業
所
地
が
紛
争
と
実
際
的
な
関
連
を
有
す
る
と
考
え
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な（
旭
）い
。

　

船
荷
証
券
上
の
裁
判
管
轄
約
款
の
存
在
は
、
船
荷
証
券
が
証
明
す
る
国
際
運
送
契
約
の
準
拠
法
の
確
定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い（
葦
）る
。
管
轄
裁
判
所
が
日
本
に
あ
れ
ば
、
日
本
法
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
強
め
ら
れ
る
。
本
裁
判
所
は
、
本
件
船
荷
証
券
上
の
裁
判
管
轄

約
款
の
効
力
を
否
定
し
、
中
国
裁
判
所
が
本
件
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
と
判
示
し
た
か
ぎ
り
、
裁
判
管
轄
約
款
の
効
力
の
如
何
を
問
わ

ず
、
中
国
法
が
適
用
さ
れ
る
。
本
件
が
本
裁
判
所
に
お
い
て
審
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
Ｘ
の
営
業
所
お
よ
び
陸
揚
港
が
中
国
に
あ
る
こ
と

は
、
本
件
に
対
し
て
中
国
の
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
し
、
中
国
法
が
適
用
さ
れ
る
最
大
の
理
由
に
な
っ
て
い（
芦
）る
。

註（
22
）　

王
・
前
出
（
註
10
）
海
商
法
研
究
一
九
九
九
年
一
輯
一
四
〇
頁
。

（
23
）　

梁
書
文
＝
回
滬
明
＝
楊
榮
新
『
民
事
訴
訟
法
則
及
配
套
規
定
新
釈
新
解
（
下
）』
二
二
七
八
頁
以
下
（
人
民
法
院
出
版
社
、
新
編
本
、
二
〇
〇
〇

年
）。
な
お
、
海
上
物
品
運
送
契
約
に
関
す
る
紛
争
は
、
専
属
管
轄
事
件
に
属
さ
な
い
（
中
国
民
事
訴
訟
法
四
四
条
参
照
）。
同
書
一
五
一
頁
。

（
24
）　

中
国
民
事
訴
訟
法
上
、
国
際
裁
判
管
轄
合
意
の
方
式
と
し
て
書
面
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
面
は
、
口
頭
と
対
照
し
て
文
字
で
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
を
指
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
当
事
者
双
方
の
署
名
の
あ
る
書
面
を
要
す
る
と
厳
格
に
解
さ
れ
て
い
る
の
か
は
定
か
で
な
い
。
船
荷
証
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船荷証券における準拠法約款の効力

券
に
は
発
行
者
の
署
名
は
あ
る
が
、
荷
送
人
の
署
名
は
な
い
。
し
か
し
、
荷
送
人
は
、
船
荷
証
券
上
の
裁
判
管
轄
約
款
に
つ
き
異
議
を
述
べ
ず
そ
の

交
付
を
受
け
た
場
合
に
は
、
合
意
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
常
で
あ
る
。
川
又
良
也
「
船
荷
証
券
に
お
け
る
裁
判
管
轄
約
款
」
海
法
会
誌
復
刊
九

号
三
頁
（
一
九
六
一
年
）、
溜
池
良
夫
「
船
荷
証
券
上
の
裁
判
管
轄
約
款
」
商
法
（
保
険
・
海
商
）
判
例
百
選
一
八
九
頁
（
二
版
、
一
九
九
三
年
）

参
照
。

（
25
）　

被
告
の
住
所
地
は
、
紛
争
と
実
際
的
な
関
連
を
有
す
る
地
で
あ
る
。
梁
＝
回
＝
楊
・
前
出
（
註
４
）
二
二
七
九
頁
。

（
26
）　

王
＝
白
・
前
出
（
註
17
）
一
三
三
頁
、
王
・
前
出
（
註
10
）
海
商
法
研
究
一
九
九
九
年
一
輯
一
四
〇
頁
。

（
27
）　

な
お
、
船
荷
証
券
上
の
裁
判
管
轄
約
款
と
準
拠
法
約
款
は
、
同
一
国
の
裁
判
所
と
法
律
を
指
定
し
た
場
合
に
は
、
準
拠
法
約
款
が
社
会
公
共
の

利
益
や
強
行
規
定
に
反
し
ま
た
は
そ
の
内
容
が
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
無
効
と
さ
れ
た
が
、
同
時
に
裁
判
管
轄
約
款
が
無
効
と
さ
れ
な
い
と

き
は
、
指
定
さ
れ
た
裁
判
所
は
、
外
国
裁
判
所
で
無
効
に
さ
れ
た
同
国
の
法
律
に
基
づ
い
て
事
件
を
審
理
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
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